
令和２年度  

部活動全体計画 

１．部活動の基本原則 

   同好の生徒が学年・学級の枠を離れて，主体的・積極的に多様な活動を展開する中で，個人

または集団の技能を向上させ，友好的な人間関係を学び，豊かな人間形成を図れるようにす

る。また，顧問は常に部員を掌握し，指導・援助する。 

 

２．宇都宮市における部活動のねらい（市部活動指導方針より） 

（１） 生涯を通して実践できるスポーツ・文化活動に関する知識や技能の習得を図り，生涯学

習の基礎を培う。 

（２） 友達や異学年の生徒・顧問等との関わりを通して，豊かな人間関係を構築し，社会性や

協調性を身に付ける。 

（３） 自主的・自発的にスポーツ・文化活動に取り組み，自己の目標に向かって努力すること

により，強い精神力や忍耐力を身に付ける。 

 

３．本年度の部活動 

① 部活動  ：（運動部）… ９部活  

※ソフトテニスとバレーボールは，男女を分けてカウント 

（文化部）… ３部活 ※一昨年度より科学部は募集停止（転入も含む） 

② 特設部活動：中体連主催の大会に出場する希望があった場合に，臨時に設置する部活

動。 

・バドミントン ・陸上競技 ・ソフトボール ・水泳 等 

４．部活動の顧問について（※互いに協力して運営にあたる） 

安全面，生徒指導面，顧問の負担の度合い等を考慮して，各部活動に２名以上の顧問が入る

ことを基本とするが，顧問の経験年数や地域指導者の有無などを考慮して総合的に判断して決

める。 

 部  名 顧  問 外部指導者(※引率可） 活動場所 ブロック 

１ 野 球 村上 中野  
校 庭 

校庭 
ブロック 

２ サッカー 渋井 小野崎  

３ 男子ソフトテニス 手塚 瀬下(遠藤) 
黒﨑 

 
テニスコート 

４ 女子ソフトテニス 冨田  

５ 女子バスケットボール 山野 松渕 ※宮本 

体育館２Ｆ 
体育館 
ブロック 

６ 男子バレーボール 長谷 鈴木 五月女 

７ 女子バレーボール 大橋 松本  

８ 卓 球（男女） 沼尾 川津  
武道場 

９ 剣 道（男女） 髙德 恩田 ※時  竹原 

10 吹奏楽 北條 髙德 室越 音楽室 
室内 

ブロック 
11 美 術 岡田 仲山  美術室 

12 科 学 星野 岡本(北條)  理科室・ＰＣ室 
       
【特設部活動】 顧  問 【特設部活動】 顧  問 

ソフトボール 星野 陸上競技 松渕 

バドミントン 仲山 水 泳 瀬下（遠藤） 

 ※特設部に関しては，新１年生の参加によって増加する場合がありますので，その際に

は，あらためて顧問をお願いする場合があります。 

 

 



【顧問不在時のバックアップ体制について】 

   顧問全員が不在の時は，原則休止とする。やむを得ない時は，ブロック内で依頼し事故等

のない活動内容で実施することができる。 

 

５．運営の基本 

（１）放課後の活動時間 

主に放課後等の時間を利用し，終了時刻については日没時刻等を考慮して定めるものとす
る。なお，早朝練習を行う場合は，生徒の健康状態等に十分に配慮し，顧問の立ち合いのも
と実施するものとする。 

部活動実施期間 終了時刻 完全下校時刻 

１学期始業式～夏休み前日 １８：３０ １８：４５ 

夏休み明け～宇河新人終了日 １８：００ １８：１５ 

宇河新人明け～県新人終了日 １７：３０ １７：４５ 

県新人明け～冬休み前日 １７：００ １７：１５ 

冬休み明け～１月末日 １７：１５ １７：３０ 

２月 ～ 卒業式当日まで １７：３０ １７：４５ 

卒業式翌日 ～ ３月末日 １８：００ １８：１５ 

※各部活動顧問は，活動を終了時刻内に終了させ，生徒に完全下校時刻を守らせる。 

（２）早朝の活動時間 

  早朝練習を行う場合には，顧問は以下の注意事項を守って実施する。 

① ７：００～８：００の間に，必要な時間だけ実施することができる。ただし，朝の会
は制服で参加すること。また，制服への着替えは活動場所で行い，制服で昇降口を通
過すること。 

② 生徒の健康状態に十分に配慮し，授業に影響しない内容とする。 

③ 開始時から必ず顧問の立ち合いのもと実施する。 

（３）活動休止・停止 

  ① 次の期間は原則として部活動を停止する 

    ・定期テスト前３日間 

    ※実力テスト前の活動停止はないが，テスト直前の活動時間が長時間にならないよう，

配慮すること。 

     ・学校長が部活動の停止が望ましいと認め，命じた期間 

    例：インフルエンザ等の感染症の流行  

      学校行事等の準備のため，十分な時間や場所，安全が確保できないなど 

  ② 次の日は，部活動休養日として，原則部活動を休止する。 

    ・毎週水曜日 

    ・毎週土曜日または日曜日のどちらか一方 

    ・土日が大会等で実施した場合の月曜日 

  ③ その他 

    ・顧問の都合により部活動を行わない日があるが，これは各部の計画表で周知する。 

    ・計画を変更する場合は，できるだけ早く生徒，職員に周知する。 

（４）部活動における生徒組織 

  各部ごとに原則として部長１名・副部長１～２名を選出する。 

 

 

 

 



（５）部活動計画表 

   部活動の活動計画を前月２５日（２５日が土日，祝日の場合は次の月曜日）までに作成し，

係に提出する。その後，学校長の承認を得る。また，各家庭の予定が立てやすいように，活

動予定表を早めに生徒に配布する。対外試合の許可については，部活動計画表をもって，学

校長の許可を得るものとする。 

（６）部員名簿 

  「入部届」が提出され次第，学級担任がスズキ校務へ入力を行う。 

 

６．部活動加入について 

（１）新年度入部手続きの流れ（別紙「年度当初の部活動の手続きについて」参照） 

① 「部活動入部届」（以下「入部届」）を始業日に配付する。 

    （１年生は入学式当日，２．３年生は 始業式当日） 

  ② 生徒は「入部届」を学級担任に提出。 

１年生：入学から２週間以内 ２・３年生：始業から１週間以内 

  ③ 学級担任は，「入部届」を確認後，速やかに各部活動顧問（各部活動ごとのクリア

ファイル）に提出する。このとき，学級担任は，入部希望者に関することで，部活

動顧問に報告すべきことがあれば報告をする。 

④ 各部活動顧問は「入部届」を受理し，問題がなければそのまま校長による承認となる。

なお，入部希望者に何らかの問題が認められる場合には，部活動顧問は速やかに副校長

または校長に相談し，指示を仰ぐ。 

⑤ １年生は，入学後２週間程度（令和２年４月２４日まで）を仮入部期間とする。 

※仮入部期間中の 1 年生は，１７時１５分活動終了，１７時３０分完全下校とする。 

（２）年度途中の入部手続き 

※新年度入部手続きの流れに準じる。 

※「入部届」を学級担任にもらい，手続きを進める。ただし，途中入部希望者の内，他の部

活動からの転部にあたる生徒は，「部活動退部届」が承認されなければ，「入部届」を申

請できない。 

（３）部活動加入の期間（入部期間） 

「入部届」が顧問に提出され，承認された日から，次年度の「入部届」提出締切日まで。 

（４）兼部について 

  兼部については原則として認めない。ただし，冬季部活動（スケート・スキー）に関して

は例外とする。 

（５）退部について 

   年度途中で退部の申し出があったとき，あるいは，年度当初に，昨年度入部していた部活

動の「入部届」が提出されないとき，部活動顧問は放置せず，本人と保護者の意志を必ず確

認すること。その結果，やむを得ない理由による退部の意志が認められた場合には，「部活

動退部届」を提出させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．部活動の開始にあたって 

（１）保護者会の実施 

   顧問は，年度始めに保護者会を開催し，活動方針等について共通理解を得るとともに，協

力を得られるように心がける。（資料を配付する際は，事前に起案をすること。） 

（２）保護者会長について 

   保護者会の会長を決めていただく。（基本的に保護者におまかせし，顧問は助言等を行う。）

保護者会長はＰＴＡの運営委員会に出席する。 

（３）部活動推進会議について 

   年間３回程度，部活動顧問による部活動推進会議を実施して，年度当初の取り決め事項の

確認や点検，問題点の報告，相談等を行う。 

 

８．部の開設および廃部の検討について 

（１） 前年度の開設部に関しては，全部員が卒業するなどの特殊な事情があり，しかもその上

で顧問が存続を希望しなかった場合を除いては，設置するものとする。 

（２） 新設部の希望があった場合は，施設設備及び教員構成等を考慮し，年度当初の職員会議

で検討する。 

（３） 各部の顧問決定は，学校の実情をもとに職員の希望を加味して，担当者が原案を作成し，

年度当初の職員会議で決定する。 

（４） 新年度の加入調査の結果，運動部における部員数が団体競技メンバーの人数を下まわる

等の状態で，活動に支障を来す場合は，翌年度まで休部となる場合がある。 

なお，翌年度の加入調査においても同じ状態の場合は，廃部も含めて検討する。 

   ※指導が困難な状況に陥った部は，原則として募集停止とする。 

（５） 新年度の加入調査の結果，文化部においても，その部の趣旨が生かされるだけの部員が

集まらなかった場合は，その段階で顧問の意見をもとに，廃部も含めて検討する。この場

合，希望した生徒の意思を可能な限り尊重するものとする。 

 


